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子ども体験
ラフティング教室



第２２回　熊本県中学生空手道大会（全中予選）▷期日  ６月１３日（日）▷場所　菊池市総合体育館
　●男子団体組手　優勝　佐敷中学校　　　　　　  ●女子団体組手　優勝　佐敷中学校
　●男子個人組手　２位　松本裕輔（佐敷中３年）　３位　山本　大悟（佐敷中３年）
　●女子個人組手　優勝　釡みなみ（佐敷中２年）　３位　才保　なな（佐敷中３年）
　●男子団体形　　２位　佐敷中

　

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
３
か
所
あ
っ

た
柑
橘
選
果
場
を
１
か
所
に
統
合
し
、
甘
夏
や

デ
コ
ポ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
更
に
推
進
す
る
た

め
に
計
画
を
進
め
て
き
た
柑
橘
選
果
施
設
整
備

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
第
１
選
果
場
の
施
設

内
に
、
最
新
鋭
の
甘
夏
と
デ
コ
ポ
ン
の
選
果
機

を
導
入
し
て
、「
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
田
選
果
場
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。７
月
29
日（
木
）

に
行
わ
れ
た
落
成
式
に
は
、
関
係
者
約
１
２
０

人
が
出
席
し
、
新
し
い
選
果
場
の
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。

 　

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
の
高
峰
組
合
長
が
「
国
や
県
、

１
市
２
町
の
協
力
の
も
と
、
選
果
場
が
完
成
し

ま
し
た
。
も
う
一
度
、
本
気
で
田
ブ
ラ
ン
ド

を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

３　広報あしきた 広報あしきた　２

　７月２５日（日）、津奈木町 B ＆ G 体育館横駐車場で熊
本県消防協会芦北支部消防ポンプ操法大会が開催されまし
た。大会には、芦北町、津奈木町から６チームが参加。本
町からは、ポンプ車の部に機動分団（芦北町役場）、小型
ポンプの部に第２分団（田浦１〜４、横居木）、第７分団（丸
山、米田、高岡、古石、豊岡、大川内）が出場しました。
　ポンプ車の部で優勝した機動分団と小型ポンプの部で優
勝した第２分団は、８月２２日（日）に荒尾市で行われる
県大会に出場します。

芦北町第２分団の操法

　機動分団

熊本県消防協会芦北支部消防ポンプ操法大会

佐敷中空手道部　熊本県中体連優勝報告

第２分団
【成績】（本町関係のみ）

　◆ポンプ車の部　　優勝　芦北町機動分団
　◆小型ポンプの部　優勝　芦北町第２分団
　　　　　　　　　　２位　芦北町第７分団

平成２２年度熊本県中学校総合体育大会（全九州予選）▷期日  ７月２５日（日）▷場所  大津町総合体育館
　●男子団体組手　　　優勝　佐敷中学校　  ●女子団体組手　優勝　佐敷中学校　
　●代表男子個人組手　優勝　山本大悟（佐敷中３年）　２位　　田村　嵐（佐敷中２年）
　●代表女子個人組手　優勝　釡みなみ（佐敷中２年）　
　●男子団体形　　　　３位　佐敷中　　　  ●男子個人形　４位　山本大悟（佐敷中３年）　　　　

　熊本県中学校総合体育大会で男女団体組手・男女個人組手で、佐敷中空手道部が、見事優勝し、完全制覇
しました。７月２８日（水）、役場を訪れ竹﨑町長に優勝報告を行いました。竹﨑町長は、「普段、皆さんの
練習を見ている分、この快挙は喜びもひとしおです。頂点を目指し今後も頑張ってください。」と激励しま
した。選手たちは、「九州大会、全国大会に向けて厳しい練習を更に積み、自分たちの力を発揮します。」と
健闘を誓いました。

町
民
総
踊
り

　

７
月
31
日
（
土
）、
湯
浦
河
川
緑
地
公
園
で
町
民
総
踊
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、
花
火
大
会
時
に
町
民
総
踊
り
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
、
第
20
回
湯
の
香
祭
り
と
同
時
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
も
２
団
体
多

い
17
団
体
（
７
２
５
人
）
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属
団
体
お
揃
い
の
法
被
や
浴
衣

に
身
を
包
み
、
気
持
ち
い
い
汗
を
か
き
な
が
ら
「
芦
北
音
頭
」、「
芦
北
ハ
イ
ヤ
」
を

約
１
時
間
踊
り
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

柑 橘 選 果 施 設 整 備 工 事 落 成 〜 Ｊ Ａ あ し き た 田 選 果 場 〜

選  果  場  全  景

選果機の始動式 フリートレー選果システム

　

〜　
　

湯
の
香
ま
つ
り   

〜

in

（左から早稲田、松下、橋口、松田、橋本）

（左から平松、白濱、田多良、川本）

（敬称略）

（敬称略）

ヨ
イ
サ
ー　

ヨ
イ
サ
ー



広報あしきた　４５　広報あしきた

カンボジアに
　　　　５校目の学校を

　７月２３日（金）、カンボジア学校建設に
使ってくださいと芦北町建築組合（荒木肇組
合長）より町国際交流協会（竹﨑一成会長）
へ寄附金が贈られました。
　建築組合は２年前にも多額の寄附をされて
います。「今回も組合理事会全会一致で寄附
することが決定しました。」と報告されまし
た。
　５校目の建設に向けて大きな弾みとなりま
した。

竹本要作さん満１００歳

　７月２２日（木）、五松園で、息子さん夫
婦や娘さん、入所者、施設職員とともに竹本
さんの１００歳の到達を祝いました。お祝い
に訪れた藤崎副町長が長寿の慶祝金を贈りま
した。一時期、食が進まず点滴をされていた
ようですが、現在は元気になられ食事もされ
ています。
　ご家族によると、竹本さんは、元鉄道マン
で肥後もっこすだそうです。いつまでもお元
気で毎日を過ごされることをお祈りします。

ふるさとの豊かな
　　自然を肌で感じよう

　７月３１日（土）、子ども体験学習のラフティ
ング教室が球磨川であり、２４人の子どもたち
が参加しました。前々日の雨のため球磨川が増
水し、実施が危ぶまれましたが、コース変更に
よりなんとか体験することができました。
　子どもたちは、ボートに乗る前は緊張して表
情が硬く、不安そうでしたが、いざボートに乗
り込むとインストラクターの指導のもと、延長
約５km のコースを歓声をあげながら楽しんで
いました。（ラフティングの様子は表紙に掲載）

あしきた夕日と出逢うまち
〜第１回婚活イベント〜

　７月１８日（日）、結婚・定住支援事業の
第１弾として、あしきた夕日と出逢うまち～
夏の体験＆サンセットディナーの１日～を行
いました。
　町内男性と町外女性それぞれ１３人が参加
し、ＪＡあしきたでのそば打ち体験や、夕日
を見ながらのディナーなどを楽しみながら交
流を深めました。
　次回は１０月頃の開催を予定しています。

ウィリアム先生帰国報告

芦
北
町
童
話
発
表
会

　平成２０年８月４日から平成２２年８月３日までの２年間、芦北町の
ALT（英語指導助手）として勤務されたウィリアム先生が、竹﨑町長へ帰
国報告のため役場を訪問されました。ウィリアム先生は、田浦小・計石小・
田浦中・大野中に勤務され、英語に楽しく触れてもらうため、児童・生徒
へ楽しめる英語指導をされました。また、日本文化に触れるため、尺八を
習われていたそうです。英国へ帰国後は、歴史の教師になりたいそうです。

　芦北のみなさんこんにちは。
　私は、２年間ここ芦北で生活していましたが、残念なことに帰国する時が

来てしまいました。この２年間はとても早く過ぎてしまったように感じます。英語のことわざがありま
す。”Time flies when you're having fun.” 意味は、「楽しい時は、
早く過ぎる。」です。だから私がこの２年間が早く感じたこ
とは、楽しかったということなのです。しかし、芦北町で楽
しく過ごせ、ここで幸せに生活できたことは驚くことではあ
りません。私の生徒や近所の方や一緒に仕事をしてくださっ
たみなさんが、私にとても優しかったから当然なのです。
　私は、熊本の色々な所に行きました。私は、ここに住んだ
ことを誇りに思います。友達に芦北や阿蘇山、天草や黒川の
写真を見せる時、みんな羨ましがります。芦北をはじめ熊本
県にはいっぱいきれいな所があります。
　私は芦北を忘れません。芦北のみなさん、本当にありがとうございました。

　

７
月
22
日
（
木
）、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、

童
話
に
親
し
み
、
読
書
意
欲
の
向
上
と
心
豊
か

な
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
芦
北
町
童
話
発

表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
町
内
の
小
学
校
か
ら
各
学
年

の
代
表
40
人
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

入賞された皆さん

発表する児童

入賞者は、次のとおりです。（敬称略）
◇１年　優秀賞　大﨑　匠（湯浦）   　   入賞　薮下　奏（佐敷）、　　髙森　陽菜（大野）
◇２年　優秀賞　窪　　星（田浦）　　 入賞　田中   志歩（大野）、     髙田　咲（湯浦）
◇３年　優秀賞　溝上　雄仁（佐敷） 　 入賞　赤星　翔月（湯浦）、    大岩　夏美（田浦）
◇４年　優秀賞　桑本　七海（佐敷）　  入賞　藪下　実央（田浦）、　今脇　智花（湯浦）
◇５年　優秀賞　石村　隆一郎（計石）  入賞　山下　慧（佐敷）、　　鬼塚　大輝（湯浦）
◇６年　優秀賞　大瀬　果穂（佐敷）　  入賞　髙上　和輝（田浦）、　田中　芙実（大野）

芦北での思い出を話されるウィリアム先生

童
話
に
親
し
も
う



「
英
国
の
歴
史
と
学
校
訪
問
で
学
ん
だ
こ
と
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

哲
朗

　

こ
の
度
、
関
係
各
位
の
皆
様
方
か
ら
の
ご
配

慮
を
賜
り
英
国
へ
の
派
遣
事
業
へ
の
参
加
の
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
私
は
特
に
英
国
に
お
け
る
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
期
に
遡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
歴
史
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
街
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
こ
に
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ
12
歳
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
16
歳
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
の
女
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
の
公
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
校
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ
ー
ス
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ル
で
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
語
の
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
を
参
観

し
て
の
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
は
、
日
本
の
正
し
い
言
葉
や
文
化
を

理
解
し
よ
う
と
熱
心
な
生
徒
た
ち
の
ま
な
ざ
し

と
、
生
徒
自
ら
の
意
志
で
語
学
を
習
得
し
よ
う

と
す
る
意
欲
的
な
授
業
態
度
に
感
動
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
お
け
る
教
育
は
、
何
事

に
も
「
礼
儀
」
か
ら
始
ま
る
あ
い
さ
つ
や
言
葉

遣
い
な
ど
「
美
し
い
作
法
」
で
あ
り
、
ま
た
次

代
へ
と
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
よ
り
日
本
に
お
け
る
学
問

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
儒
教
の
中
で

は
、
真
・
善
・
美
を
尊
ぶ
教
え
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、日
常
生
活
で
の
正
し
い
行
い
で
あ
り
、

善
悪
の
区
別
が
出
来
て
美
し
い
も
の
を
求
め
て

い
く
と
い
う
、
日
本
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
で
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
正
し
い
日
本
語
や
ふ
る

ま
い
方
な
ど
反
省
し
て
い
く
べ
き
点
が
た
く
さ

ん
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
に
、

ミ
レ
ー
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
た
ち
は
自
国
や
他
国

の
文
化
を
理
解
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
将
来
へ

の
目
標
を
持
っ
て
学
習
し
て
い
る
姿
が
と
て
も

印
象
的
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
本
校
の
生
徒

た
ち
に
も
こ
の
研
修
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
も
と

に
、「
品
格
あ
る
生
徒
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
数
多
い
研
修
先
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
は
、
異
国
の
文
化
や
習
慣
の
「
違
い
」
を

理
解
し
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
も「
国
際
感
覚
」

を
身
に
つ
け
る
大
切
な
要
素
で
あ
る
と
実
感
で

き
た
有
意
義
な
研
修
で
あ
り
ま
し
た
。　
　
　

　

広報あしきた　６７　広報あしきた

青
年
海
外
協
力
隊

宮
本
武
蔵
さ
ん
西
ア
フ
リ
カ

　
「
ガ
ー
ナ
共
和
国
」
か
ら
の
お
便
り

　

平
成
８
年
度
に
始
ま
っ
た
英
国
派
遣
事
業

は
、
今
回
で
12
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
本
年
度

は
山
本
哲
朗
氏
（
大
野
中
学
校
校
長
）
を
団
長

に
５
人
が
６
月
19
日
か
ら
26
日
ま
で
の
日
程
で

英
国
を
訪
問
し
、
学
校
視
察
や
現
地
の
人
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

▶
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

宅
で
の
夕
食

▶
ミ
レ
ー
ス
ク
ー
ル
の

　

 

日
本
語
の
授
業
風
景

平成２２年度　英国派遣事業報告

【ボウリング大会】　●場所　芦北ボウル
　◆団体成績　　優勝　佐敷体協　　　２位　湯浦体協　　３位　大東体協　
　◆個人成績　　優勝　橋本　一美　　２位　西　理恵　　３位　濵田　安久　

平成２２年度町民体育祭　7 月１８日（日）開催大会結果

氏　名 所　　属 役　職
山本　哲朗 町立大野中学校 校　長

   鶴田   ほとり（有）鶴田有機農園 代表取締役社長
若山　竜介 町立湯浦中学校 教　諭
藤井　哲郎 町教育委員会生涯学習課 課長補佐
園川　民夫 町企画財政課 政策推進室 室　長

平成２２年度英国派遣事業　派遣者

▲日本語教室の生徒たちと派遣者

【男女ゲートボール】　●場所　湯浦運動公園
　◆男子　優勝　湯浦体協　　２位　佐敷体協　　３位　田浦体協　　４位　大東体協
　◆女子　優勝　大東体協　　２位　田浦体協　　３位　佐敷体協　　４位　湯浦体協　

【男子ソフトボール】　●場所　地域間交流スポーツグラウンド
　優勝　田浦体協　　２位　佐敷体協　　

平成２２年度町民体育祭　7 月１８日（日）開催大会結果

給水車からポリタンクへ給水しています

井戸
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防災行政無線開始
災害時の緊急情報や行政情報を住民の皆さまに
伝達するために整備を進めていた防災行政無線
の本格的な運用が開始されました（４月１日）。

佐敷城跡　国の指定史跡に指定
佐敷城跡が、これまでの県の指定史跡から国
の史跡に指定されました（３月２８日）。

新宮田配水池落成
田浦地区の簡易水道施設宮田配水池が完成し
ました。田浦・田浦町・小田浦地区の９２４
世帯に給水されています（５月１２日）。

新佐敷トンネル貫通式
南九州西回り自動車道の田浦 IC から芦北 IC
間の新佐敷トンネルが掘り始めてから３年で
貫通しました（４月２０日）。

薩摩街道佐敷宿交流館「桝屋」
薩摩街道に完成しました。木材利用大型施設
コンクールで熊本県賞を受賞、熊本景観大賞
にも選ばれました（４月１４日）。

女島地区簡易水道供給開始
平成１５年度から整備を進めてきた施設が３
月に県から町に移管し、小崎・釜・沖地区で
供用が開始されました（４月１日）。

合併５周年記念特集

芦北町のあゆみを振り返る
今月号は、平成２０年の出来事を振り返ります。

JICA 九州所長賞を受賞
「国際化に対応できる人材の育成」を目的に
青年海外協力隊現職参加に係る派遣条例の
制定やカンボジア学校建設事業等が評価さ
れました（１０月２０日）。

地域間交流スポーツグラウンド完成
地域間交流スポーツグラウンド（旧町民総合
グラウンド）が完成し、落成式が行われまし
た（８月１０日）。

熊本県消防操法大会　優勝
ポンプ車の部で出場した機動分団が、見事に
優勝を勝ち取りました（９月２日）。

本町から５人目の
　　　　　　　プロ野球選手誕生
海浦出身の立岡宗一郎選手が、福岡ソフト
バンクホークスからドラフト２位で指名さ
れました（１２月１１日）。

韓国　忠清大学生ホームステイ
忠清大学生９人と教授１人が本町でホームステ
イを行いました。期間中、田浦保育所との交流
会などに参加しました（７月２４日〜２７日）。

御立岬海水浴場でライブイベント
御立岬海水浴場で音楽とアートを融合した
ライブイベント「CROSS  ZERO」が開催され、
町内外から約５００人の観客が訪れました

（９月２４日）。

平成２０年の出来事

平成２０年の出来事
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「ふれあいツク〜ルバス」ニュース
　路線バスの赤字補填の補助金削減と効率的運行を目的に本年６月１日より白石線・大岩線で無償に
よる実証運行がスタートしました。
　６月１日から２か月間の運行状況を皆さまにお知らせします。

◆月平均乗車人員

　乗車数は従来の路線バスより１２１人（２４％）増加と
なりました。

◆運行に要する経費

　朝の登校混乗便では１か月間で２４６人が利用
され、従来の路線バスよりも１０２人が増加して
気軽な外出の機会が増えました。

◆各便の月平均乗車人員

　「ふれあいツク～ルバス」の運行業務は、民間会社へ委
託しています。
　以前までに町から支出していたバス事業者への運行費補
助金が半減し、財政的負担の軽減化が図られました。

　「ふれあいツク～ルバス」は、運行から２か月が経過し、以前よりも住民の足として “ 愛用 ” されています。
　今後も皆さま方に「ふれあいツク～ルバス」を利用していただくために、運行時刻やルート等についての
検討を行い、さらに利用しやすい生活交通の確保に努めたいと考えています。
　また、他の路線でも地域の実情に合った運行体制の導入を検討しています。
　皆さま方のご意見等をお待ちしております。

＊お問い合わせ及び提出先
　〒 869-5498　芦北町大字芦北 2015 番地　芦北町役場　企画財政課　政策推進室　
　☎８２ー２５１１（内線２５４）　ＦＡＸ８２−２８９３　Ｅメール　seisaku@town.ashikita.lg.jp

芦北町の路線バスの現状です！
利用者減少により町内を走る路線バスの経営は大変厳しい状況です。
通院や買物など、わたしたちの日常生活に欠かせない町内を運行する路線バスの状況をお
知らせします。（国道３号を走る路線バス以外の数値です。）

　路線バスの平成２１年度の利用者数は４９，６８２人
で平成１９年度よりも６, ４２２人減少しており、今後
も減少することが予想されます。

　山間地を往復する路線において、特に赤字
運行額が大きく、町の補助金総額が増加する
要因となっています。

　全ての路線バスが３０％以下の運賃収入で運行して
おり、今後も赤字運行の厳しい経営状況は続きます。

　古石・長崎線では１００円の収入を得るた
めに約７倍近い経費が必要となっています。
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利用者の減少で補助金が
　　　　　　増加しています

芦北町に関係する路線バスの乗車人員の推移 路線別運行費補助金額一覧

運行費用に対する運賃収入の割合 １００円の収入に要する費用
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白石・大岩線の運行に要する経費

6,0005,0004,0003,0002,0001,0000
（千円）
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　　　   路線バス
（H20.10.1 からの 12 か月間）

ふれあいツク〜ルバス
（H22.6.1 からの 10 か月間）

【注】

【注】「従来の路線バス」人員数は、本年度実施した乗降調査の平均値です。

【注】

住民による出発式（市居原区）

登校時の混乗便です
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　血糖値とは、血液中のブドウ糖の濃度のことをいいます。ブドウ糖は私たちが生きてい
くために必要なエネルギー源で、食べ物や飲み物（ご飯やめん類、いも類などの「複合糖
質」と果物やジュース、菓子類、お酒やビールなどの「単純糖質」の２種類）が材料です。
血糖値は、すい臓から分泌されるインスリンの働きで常に一定の量に調整されていて、高
くても低くても体にとっては困るものです。

　ブドウ糖はインスリンの働きによって細胞の中に入り込み、エネルギー源として使われ
ることで血液中の血糖値が下がります。また、使われずに余ったブドウ糖はインスリンの働きで肝臓
や脂肪細胞に蓄えられ、食事をしない間でも血糖値が下がり過ぎないようにするために使われていま
す。

　●ご飯５０ｇ（＝８０kcal）を食べると２時間近くかけてブドウ糖は体内にゆっくり吸収され、　
　血糖値はなだらかに上がり、吸収されたブドウ糖は活動のためのエネルギーとして消費されます。
　この場合、インスリンが少量ずつ使われ、すい臓への負担が少なくてすみます。
　●ジュース１６０ｃｃ（＝８０kcal）を飲むと５０～６０秒でブドウ糖は体内に吸収され、血糖値
　は急激に上がり、脂肪になりやすい特徴があります。この場合、インスリ
　ンは短時間でたくさんの量が必要になるので、すい臓には負担がかかりま
　す。

＊お問い合わせ　保健センター　☎８６ー０２００

糖尿病を予防しよう
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「うたせ船で水俣病を学ぶ」講座参加者募集
　風力で動く環境にやさしい「うたせ船」に乗っ
て、水俣病のことを学んでみませんか。かつて水
銀で汚染されながらも美しい海を取り戻した不知
火海の今を体感しましょう。また、再生した海か
らの贈り物である魚介類を漁師さんの指導のもと
調理し、浜料理として食することができます。

◆日時　９月２５日（土）８時～１５時３０分
　　　　（荒天の場合は、１０月２日（土）に延期）
　　下船後、きずなの里において講演会を開催　
　　します（１３時３０分〜）。
◆集合場所　芦北漁協前（計石）　
◆募集人員　６０人（小中学生親子歓迎）
◆参加費　　１，０００円／人
◆応募方法　ハガキに、①住所、②氏名、③年齢、④電話番号を記入し下記まで郵送してください。
　　　　　　１枚のハガキで２人まで応募することができますが、その場合は２人分の氏名等を記載く　
　　　　　　ださい。なお、電話、FAX での応募は受付ません。
◆応募先　　〒８６９－５４９８
　　　　　　芦北町大字芦北２０１５番地　芦北町役場　住民生活課　環境対策室　
◆応募期限　８月２３日（月）必着　
◆発　　表　応募者多数の場合は抽選を行い、当選者に対する通知（９月上旬予定）をもって発表に代え
　　　　　　させていただきます。
◆その他　　参加者には簡単な感想文をお願いします。
＊お問い合わせ
　　　住民生活課　環境対策室　　　☎８２－２５１１（内線１４７）

昨年の講座の様子

　国土交通省では、将来の交通計画を立てるための基礎資料を得る目的で、今年の秋頃に、全国一斉に自
動車の利用実態調査（道路交通センサス）を実施します。
　無作為に選定された調査対象車両を所有されるお宅に調査員が訪問しますので、調査にご協力ください
ますようお願い申し上げます。
　＊お問い合わせ
　　国土交通省 九州地方整備局　道路部　道路計画第二課
　　国土交通省 九州地方整備局　熊本河川国道事務所　調査第二課　☎０９６−３８２ー１１１１

　１０月１日を基準に、全国一斉に「平成２２年国勢調査」が行われます。
　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象となる大規模な統計調査です。
　調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備な
ど、私たちの暮らしのために役立てられます。
　９月下旬に調査員が皆さんのお宅に伺い、調査票を配布しますので、調査へのご理解と

　　　　　　　ご協力をお願いします。
　＊お問い合わせ　企画財政課　政策推進室　企画調整係　　☎８２ー２５１１（内線２５３）

適正受診のお願い

●休日や夜間に、救急医療機関を受診しようとする際には、平日の時間内に
　受診することができないか、もう一度考えてみましょう。
●かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら、まずは相談しましょう。
●同じ病気で複数の医療機関を受診すると、重複する検査や投薬により、か
　えって体に悪影響を与えてしまう心配があります。
●薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談しましょう。
●後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と同等の効能効果を持ち、費用も安くすみます。
　「ジェネリック医薬品希望カード」を医療機関や薬局に提示し、利用について相談しましょう。
＊お問い合わせ
　　 住民生活課　医療年金係　　　☎８２－２５１１（内線１４２）

平成２２年１０月１日に国勢調査を実施します！

現在、休日や夜間に、軽症の患者さんの救急医療への受診が増え、緊急性の高い重傷の患者さん
の治療に支障を来しています。必要な方が安心して医療が受けられるように、医療機関の受診や
薬局での薬の調剤の際には、以下のことに留意しましょう。

「道路交通センサス」の実施のお知らせ

◆血糖値とインスリンの関係

◆ブドウ糖の使われ方

◆血糖値の上がり方とインスリンの使われ方の違い

　単純糖質（果物、ジュース、菓子類、酒、ビール）の摂り過ぎや食べ過ぎは、
インスリンをたくさん必要とするため、インスリンの在庫は減り、すい臓
は疲れてきます。そうなるとインスリンの生産量は減り、分泌量も少なく
なってしまいますので、インスリンは決して無駄遣いできないホルモンで
す。普段の食事の摂り方や内容を振り返り、糖尿病を予防しましょう。　



　

一
行
詩
「
い
の
ち
の
う
た
」

　
　
　
　
　

作
品
募
集

　

一
行
詩
と
は
、
短
い
詩
の
こ
と
で
す
。

50
文
字
以
内
で
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

８
月
２
日
㈪
～
９
月
13
日
㈪

▼
応
募
対
象　

熊
本
県
内
在
住
の
方
（
小

学
生
以
上
）

▼
テ
ー
マ
「
心
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
か
」

～
考
え
よ
う
命
で
結
ば
れ
る
大
切
な
絆
～

▼
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子

メ
ー
ル
。
１
人
２
作
品
ま
で
。
自
作
で
未

発
表
の
も
の
に
限
る
。

▼
表
彰　

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
、

　
　
　
　

学
校
賞

＊
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

公
益
社
団
法
人

　
　
　

く
ま
も
と
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

〒
８
６
２
ー
０
９
５
０　

　

熊
本
市
水
前
寺
６
ー
９
ー
５

　

☎
０
９
６
（
３
８
６
）
０
３
３
７　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
６
（
３
８
６
）
０
３
３
８

　

電
子
メ
ー
ル center@

k-v-support.jp

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
所

有
し
て
い
る
土
地
・
家
屋
等
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

家
屋
に
つ
い
て
は
、
課
税
前
に
家
屋
を

調
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
・

増
築
（
倉
庫
を
含
む
）
を
さ
れ
た
方
は
、

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
屋
を
解
体
さ
れ
た
場
合
は
、

「
解
体
届
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
届
出
が
な
け
れ
ば
翌
年
度
も
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
、
も
れ
な
く
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
）

　
「
解
体
届
」
の
用
紙
は
役
場
税
務
課
ま

た
は
、
田
浦
基
幹
支
所
に
あ
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係　

　

☎
︵
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
２
４
）

15　広報あしきた 広報あしきた　14

田浦子育て支援センター   ９月の行事
　　７日㈫　　　　　　戸外で遊ぼう（御立岬公園）
　１３日㈪〜１７日㈮　敬老の日プレゼント作り
　１５日㈬　　　　　　運動会総練習
　２５日㈯　　　　　　運動会へ参加しよう
　３０日㈭　　　　　　誕生会
※支援センターも田浦保育所の運動会に一緒に参加します。
◆センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　９時３０分〜１２時　１４時４５分〜１７時１５分
＊お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）
　☎８７−００３４

お 知 ら せお 知 ら せ
　

臨
時
職
員
の
募
集

　

町
で
は
、
緊
急
雇
用
対
策
事
業
を
活
用

し
、
町
内
在
住
の
失
業
者
の
た
め
、
次
の

雇
用
の
つ
な
ぎ
と
し
て
臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　
　

３
人

▼
対
象　

離
職
し
た
労
働
者（
年
齢
不
問
）

▼
種
別　

① 

医
療
費
助
成
申
請
デ
ー
タ
入
力
な
ど

（
福
祉
課
）
１
名
「
パ
ソ
コ
ン
入
力
が
で

き
る
方
」　

日
額
５
０
８
０
円
×
20
日
×

６
か
月
（
１
日
８
時
間
）【
10
月
１
日
～
】

② 

幼
稚
園
の
保
育
支
援
な
ど
（
教
育
課
）

１
名
「
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
が
あ
る
方
」  

日
額
７
５
０
０
円
×
20
日
×
６
か
月
（
１

日
８
時
間
）【
10
月
１
日
～
】

③
町
立
図
書
館
の
図
書
整
理
・
清
掃
な
ど

（
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）
１
名
「
パ
ソ
コ

ン
入
力
が
で
き
る
方
」
日
額
５
０
８
０
円

×
20
日
×
６
か
月
（
１
日
８
時
間
）【
10

月
１
日
～
】

▼
提
出
書
類　

履
歴
書
（
写
真
付
）

　

※
希
望
職
種
を
種
別
番
号
で
記
入
く
だ

さ
い
。

▼
募
集
期
限　

８
月
20
日
㈮　

▼
提
出
先　

商
工
観
光
課

▼
選
考
方
法　

書
類
審
査 

、 

面
接

＊
お
問
い
合
わ
せ　

　

商
工
観
光
課　

商
工
係

　

☎
︵
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
７
１
）

  

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
等
の
集
荷

▼
料
金
徴
収　

集
荷
当
日
に
現
金
で
徴
収

    

し
ま
す
。

▼
梱
包
注
意
点　

　

◎
フ
ィ
ル
ム
等
は
よ
く
乾
燥
さ
せ
、
泥

　
　

や
ゴ
ミ
を
き
れ
い
に
落
と
し
た
後
、

　
　

幅
30
㎝
・
長
さ
１
ｍ
く
ら
い
に
折

        

り
重
ね
、
１
束
の
重
さ
を
10
㎏
〜
15 

　
　

㎏
で
梱
包

　

◎
梱
包
用
の
紐
は
、
同
類
の
も
の
を
使

        

用
す
る
（
ポ
リ
の
梱
包
に
は
、
同
じ

        

ポ
リ 

を
ひ
も
状
に
切
り
縛
る
）

　

◎
種
類
ご
と
に
重
量
を
量
る
た
め
、
そ

        

れ
ぞ
れ
に
分
類
し
て
搬
入

※
集
荷
当
日
は
、
農
薬
空
容
器
の
回
収
は

い
た
し
ま
せ
ん
（
11
月
中
旬
に
回
収
予

定
）。

※
委
任
状
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
必
ず
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

あ
し
き
た
農
業
協
同
組
合　

営
農
部

　

☎
（
８
２
）
４
８
７
４

円
程
度
）

▼
内
容　

①
パ
ソ
コ
ン
講
習
（
６
日
間
）

②
応
募
書
類
作
成
方
法
習
得
・
面
接
対
策

等
の
た
め
の
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
（
３

日
間
）

③
個
別
相
談
等

▼
受
付
日
時　

９
月
８
日
㈬
、
９
日
㈭

　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

▼
受
付
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
会

議
室
２
（
熊
本
市
手
取
本
町
８
ー
９

　

テ
ト
リ
ア
く
ま
も
と
ビ
ル
９
Ｆ
）

▼
主
な
参
加
条
件　

コ
ー
ス
修
了
後
３
か

月
以
内
の
就
職
を
希
望
す
る
、
18
歳
以
下

の
子
を
養
育
す
る
県
内
在
住
の
女
性

▼
定
員　

20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
参
加
者
を
決
定
）

※
受
付
日
及
び
全
日
程
託
児
（
２
歳
～
就

学
前
ま
で
）
所
が
あ
り
ま
す
（
無
料
）。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
４
３
０
９

　

後
期
高
齢
者
医
療
の

　
　

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

　

臓
器
移
植
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
被
保
険
者
証
に
「
臓
器
提
供
に
関
す

る
意
思
表
示
欄
」
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
お
持
ち
の
被
保

険
者
証
の
裏
面
に
「
臓
器
提
供
意
思
表
示

シ
ー
ル
」
を
貼
る
こ
と
で
臓
器
提
供
に
関

す
る
意
思
表
示
が
で
き
ま
す
。

　
「
臓
器
提
供
意
思
表
示
シ
ー
ル
」
を
ご

希
望
の
方
は
役
場
住
民
生
活
課
ま
た
は
、

▼
集
荷
期
日　

８
月
24
日
㈫　

　
　
　
　
　
　
　

８
時
〜
12
時

※
台
風
・
荒
天
の
場
合
は
８
月
31
日
㈫
、

同
時
刻
に
延
期
。

▼
集
荷
場
所　

・
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た 

田 

選
果
場　
　
　
　
　

　
　
（
旧
第
１
選
果
場
）

・
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
芦
北
集
荷
場

　
　
（
旧
第
２
選
果
場
）

▼
集
荷
物　
　

　

①
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム

　

②
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム

　

③
そ
の
他
資
材
〈
肥
料
袋
、
甘
夏
ポ
リ

　

袋
、
か
ん
水
チ
ュ
ー
ブ
、
ア
ゼ
ナ
ミ
、

　

寒
冷
紗
、
育
苗
ポ
ッ
ト
、
レ
タ
ス
包
装

　

紙
、
ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
、
育
苗
箱
、
防
風
・

　

防
虫
ネ
ッ
ト
、
防
水
シ
ー
ト
（
ブ
ル
ー

　

シ
ー
ト
）、
粘
着
テ
ー
プ
、
タ
イ
ベ
ッ

　

ク
シ
ー
ト
（
果
樹
用
マ
ル
チ
）、
塩
ビ

　

管
（
Ｖ
Ｐ
４
ｍ
×
30
㎜
）、
畜
産
飼
料

　

用
ラ
ッ
プ
、   

液
肥
容
器
、
ダ
ク
ト
、

　

煙
草
ポ
リ
（
つ
づ
ら
折
り
）、
パ
オ
パ

　

オ
（
べ
た
が
け
資
材
）〉

▼
自
己
負
担

　

①
無
料　

②
８
円
／
㎏　

　

③
16
円
／
㎏
（
パ
オ
パ
オ
の
み
17
円
／
㎏
）

    

早
期
就
職
を
目
指
す
方
へ
、

　

パ
ソ
コ
ン
講
座
の
受
講
生
募
集

▼
講
座
内
容

◎
Ｃ
Ｓ
表
計
算
３
級
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

サ
ー
ビ
ス
技
能
評
価
試
験
）

　

○
資
格
取
得
講
座

　

文
書
作
成
【W

ord 

入
門
・
文
章
入
力
・

　

W
ord 

の
活
用
】、表
計
算
活
用
【Excel 

　

の
基
礎
知
識
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
活
用

　

グ
ラ
フ
な
ど
】

◎
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

   

家
屋
の
新
築
・
増
築
及
び

　
　
　
　
　
　
　

解
体
の
届
出

　

平
成
22
年
度

　

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
受
付　

９
月
７
日
㈫
～
９
月
17
日
㈮

▼
試 

験 

日　

11
月
７
日
㈰

▼
試
験
場
所　

熊
本
市
、
八
代
市
、
玉
名

市
、
天
草
市

▼
受
験
願
書
の
請
求
先　

消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、水
俣
消
防
本
部
、

芦
北
消
防
署

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
消
防
本
部
☎
（
６
３
）
１
１
９
２

　

芦
北
消
防
署　

☎
（
８
２
）
４
７
３
１

◎
面
接
指
導
講
座

◎
ミ
ニ
面
接
会
ま
た
は
模
擬
面
接

◎
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
実
施

▼
受
講
料　

無
料
（
検
定
料
５
１
０
０
円

は
自
己
負
担
で
す
）

▼
開
催
日
時  

９
月
28
日
㈫
～
10
月
14
日
㈭

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

※
日
曜
祝
祭
日
及
び
10
月
４
日
を
除
く

▼
場
所 

水
俣
市
総
合
も
や
い
直
し
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

求
職
者
で
結
婚
や
育
児
・
介

護
に
よ
り
退
職
し
た
者
や
就
業
経
験
が
な

い
者
、
離
職
者
等
で
経
済
的
緊
急
性
が
高

く
早
急
な
就
職
を
望
む
者
（
学
生
は
不
可
）

▼
参
加
条
件　

・
就
職
に
つ
な
げ
る
方

・
全
期
間
の
参
加
が
可
能
な
方
・
資
格
試

験
を
受
験
で
き
る
方

▼
定
員　

20
人　

　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
あ
り

▼
申
込
受
付
期
間　

９
月
６
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
９
月
17
日
㈮

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

㈶
熊
本
県
雇
用
環
境
整
備
協
会

　

☎
０
９
６
（
３
８
２
）
５
４
４
５

　

生
衛
業
の
方
へ
の
経
営
相
談

▼
対
象
者　

生
活
衛
生
関
係
営
業
者
（
飲

食
関
係
営
業
、
食
肉
販
売
業
、
理
容
業
、

美
容
業
、
旅
館
ホ
テ
ル
業
、
公
衆
浴
場
業
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
映
画
館
業
）
及
び
独

立
開
業
を
予
定
の
方

▼
相
談
内
容　

○
経
営
相
談
（
店
舗
の
改
装
・
新
築
、　

資
金
繰
り
、
売
り
上
げ
計
画
、
そ
の
他
経

田
浦
基
幹
支
所
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

 

住
民
生
活
課　

医
療
年
金
係

　

☎
︵
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
４
２
）

　

県
で
は
、
再
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て

女
性
の
た
め
の
就
職
支
援
講
座
へ
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
実
施
日　

10
月
６
日
㈬
～
12
月
17
日
㈮

の
う
ち
の
11
日
間

▼
参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
、
パ
ソ
コ
ン

講
習
の
教
材
費
は
自
己
負
担
。
１
０
０
０

  「
お
母
さ
ん
の
た
め
の
再
就
職

　

実
践
コ
ー
ス
」
参
加
者
募
集
！

営
全
般
の
相
談
）
○
融
資
相
談
（
生
活
衛

生
融
資
〈
日
本
政
策
金
融
公
庫
〉
の
利
用

方
法
と
手
続
き
）
○
税
務
相
談
（
所
得
税
、

消
費
税
、
帳
簿
記
帳
申
告
の
相
談
）

▼
日
時　

９
月
27
日
㈪　

10
時
〜
15
時

▼
場
所　

水
俣
保
健
所

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

㈶
熊
本
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
６
２
）
３
０
６
１
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　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

松永　虎
こ う

翼  　    ６. １９　    男　　幸　輝　　國見

山下　舞
ま き

咲　　  ６. １９　    女　　吉　祥　　小田浦２

馬場　大
ひ ろ や

弥　　  ６. ２８　    男　　好　美　　白岩

桑本　駈
かける

　　　  ７．１６　    男　　一　英　　桑原

桑本　健
たける

　　　  ７．１６　    男　　一　英　　桑原

江口　聖
せいりゅう

琉　　  ７．２２　    男　　真　剛　　湯南団地

人 口　　　２０，２２４人　　（ー２２）

男 　　　　９，４２１人　　（ー６）

女 　　　１０，８０３人　　（ー１６）

65 歳以上　　　　７，１００人　　（ー２）

高齢者率　　　　　３５．１％　　（±０）

世 帯 数　　　７，６３１世帯　　（ー３）

人口のうごき（H22. ８.1 現在）　　  　（　）内は前月比

お 誕 生 日 お め で と う
H22.7.1 〜 7.31 受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
ご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H22.7.1 〜 7.31　受付分（敬称略）

　  死亡日          亡くなられた方　    年齢　　　区　

　 ７.　 １　　  野田　ヨシ子　　   ６９　　小田浦５

　 ７.　 ２　      金森　　　　　　   ７４　　花岡西

　 ７.　 ５　　  山田　ヤヨ　　　   ９５　　井牟田１

　 ７.　 ７　　  宮口　弘作　　　   ５３　    宮浦　 

　 ７.　 ７　　  迫川　ミツエ　  　 ９３　　横居木

　 ７.　 ８　　  白坂　ユキエ　　   ８７　    大川内南

　 ７.　 ９　　  青木　タモ　　　   ９２　　本町　 

　 ７. １０　　  湯野　フサエ　　   ８３　　立川

　 ７. １０　　  溝上　キヨノ　　   ８０　　田川

　 ７. １５　　  谷岡　髙雄　　　   ８４　　海路

　 ７．１７　　  山本　キヨメ　　   ９２　　國見

　 ７. １８　　  山口　善行　　　   ７９　　波多島

　 ７. ２１　　  溝口　常男　　　   ９２　　横居木

　 ７. ２２　　  濱田　マツ　　　   ８８　　田浦町２

　 ７. ２２　　  須崎　ハル子　　   ７０　　平生

　 ７. ２２　　  板平　豊　　　　   ８３　　横居木

　 ７．２５　　  岡部　スエモ　　   ７４　　小田浦６

　 ７．２８　　  宮村　只作　　　   ８８　　宮浦

　 ７．２９　　  平浪　イチ子　　   ７０　　計石西

※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

朝
膳
に
ピ
リ
リ
と
辛
い
新
高
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
ミ
ツ
オ

む
ら
さ
き
の
桔
梗
可
憐
に
庭
の
す
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
あ
き
え

川
の
面
を
染
め
て
流
れ
る
合
歓
の
花
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
橋
ヨ
シ
子

花
し
ょ
う
ぶ
池
に
涼
し
い
影
落
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竪
野
正
則

手
仕
事
が
渉
る
ひ
と
日
雨
も
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
峰
子

【
役
場
短
歌
会
】

祝
い
酒
妙
な
気
分
の
赤
頭
巾
家
族
の
愛
に
囲
ま
れ
て
今
日
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
正
博

早
朝
の
球
磨
の
流
れ
を
覆
い
つ
つ
幻
想
的
に
霧
が
た
だ
よ
う
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
中
　
豊

雲
切
れ
て
天
草
の
空
あ
か
ね
色
梅
雨
明
け
ま
ぢ
か
明
日
は
休
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
茂
幸

こ
れ
し
き
の
雨
に
負
け
る
か
気
合
入
れ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
掴
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
豊
徳

梅
雨
明
け
の
砂
地
を
駆
け
て
親
子
連
れ
我
先
に
入
る
水
は
冷
た
し
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
梨
　
優

【
田
浦
短
歌
会
】

青
青
と
ク
レ
ソ
ン
繁
る
ふ
る
さ
と
の
山
沿
い
の
川
軽
き
音
立
つ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
良
子

老
い
て
ま
だ
行
き
た
き
と
こ
ろ
限
り
な
し
世
界
遺
産
の
テ
レ
ビ
に
見
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
本
ナ
ミ
エ

新
緑
の
風
に
吹
か
れ
て
い
ま
生あ

れ
し
小
さ
き
蟷か

ま
き
り螂
早
や
も
身
構
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
田
圭
一

柏
餅
食
む
帰
省
子
が
免ま
ぬ

か
れ
し
事
業
仕
分
け
を
淡
々
と
言
ふ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
辻
雅
子

仕
事
終
え
庭
師
帰
り
し
あ
と
に
立
ち
整
い
し
木
々
に
心
満
た
せ
り
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
芳
子

俳

柳

短

歌

●お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０芦北警察署からのお知らせ

オウム真理教犯罪被害者等給付金について
　オウム真理教による犯罪により、亡くなられた方のご遺族、障害が残った方及び傷病を負われた方
に給付金が支給されます。

　・地下鉄サリン事件（平成７年３月２０日発生）
　・松本サリン事件（平成６年６月２７日〜２８日発生）
　・弁護士及びその妻子の殺人事件（平成元年１１月４日発生）
　・サリンを使用した弁護士の殺人未遂事件（平成６年５月９日発生）
　・ＶＸを使用した殺人未遂事件（平成６年１２月２日発生）
　・ＶＸを使用した殺人事件（平成６年１２月１２日発生）
　・ＶＸを使用した殺人未遂事件（平成７年１月４日発生）
　・公証人役場事務長の逮捕監禁致死事件（平成７年２月２８日〜３月１日発生）

●お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

芦北消防署からのお知らせ 火事と救急は１１９

　通信指令室では、一般電話から１１９番通報に対応するため、通報場所が瞬時に表示できる「発信
地表示システム」を運用しています。
　このシステムは、現住所とＮＴＴ電話帳に記載されている住所が違っていた場合は、場所特定に時
間を費やし、出動が遅れてしまう場合があります。
　確認後、間違いがありましたらＮＴＴ（１１６番）に連絡し、訂正して
いただきますようよろしくお願いします（無料です）。

給付金の申請期限

平成２２年１２月１７日 ※給付金の申請は、申請期限を経過した後はできません。

★対象となる事件★

★給付金の額★
①　死亡 ２，０００万円
②　障害
　イ　介護を要する障害（１・２級） ３，０００万円
　ロ　重度の障害（１〜３級で、イ以外のもの） ２，０００万円
　ハ　その他の障害（４〜１４級） ５００万円
③　傷病（死亡・障害をもたらすものを除く）
　イ　重傷病（通院加療１月以上の傷病） １００万円
　ロ　重傷病以外の傷病（通院加療１日以上１月未満の傷病） １０万円

〜ご存じですか？〜

＊お問い合わせ
　熊本県警察本部広報県民課犯罪被害者支援室　☎０９６−３８１−０１１０（内線２１９３〜２１９５）

＊お問い合わせ
　　水俣芦北消防本部　通信指令室
　　　　☎６３－１１９１

現在、お住まいになっている住所と、
電話帳に記載されている住所等が間
違っていませんか？
電話帳で確認をお願いします。



〒
869-5498　

熊
本

県
葦

北
郡

芦
北

町
大

字
芦

北
２

０
１

５
TEL  0966-82-2511

／
FAX  0966-82-2893

http://w
w

w
.ashikita-t.kum

am
oto-sgn.jp

発
行

日
／

平
成

２
２

年
８

月
１

２
日

発
　

行
／

芦
北

町
　

　
編

集
／

総
務

課
２
０
１
０

８
月

　N
o.68

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

　

星
野
富
弘
美
術
館
で
は
、
９
月
12
日
㈰
ま
で
、「
星

野
富
弘
の
多
彩
な
詩
画
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
15
日
（
水
）
か
ら
は
、
原
画
展
「
時

の
動
き
」
を
開
催
し
ま
す
。　

　

ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館　
「
星
野
富
弘
の
多
彩
な
詩
画
展
」

▼
入
館
料　

一
般（
高
校
生
以
上
）５
０
０
円　

16
歳
未
満（
中

学
生
以
下
）
３
０
０
円　

６
歳
未
満
（
就
学
児
未
満
）
無
料

団
体
割
引
・
・
20
人
以
上　

一
般 

４
０
０
円　

16
歳
未
満

２
６
０
円　

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者
１

名  

５
割
引
き　

※
障
が
い
者
手
帳
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
チ
ケ
ッ
ト
（
購
入
日
か
ら
１
年
間
有
効
）

一
般 

２
０
０
０
円　

16
歳
未
満 

１
２
０
０
円　

16
歳
以
上
の

障
が
い
者  

１
０
０
０
円　

16
歳
未
満
の
障
が
い
者  

６
０
０
円

▼
開
館
時
間　

10
時 

～ 

18
時
（
４
月
１
日
～
９
月
30
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時 

～ 

17
時
（
10
月
１
日
～
３
月
31
日
）

▼
休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日

＊
お
問
い
合
わ
せ　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

作品名「すずめ」

７
月
30
日
に
来
館
者
が
４
万
人
を
突
破
！！

そ
の
他
に
も
様
々
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。

　

●
葦
北
鉄
砲
隊
演
武

　

●
芦
北
伽
哩
街
道

　

●
ア
マ
モ
研
究
パ
ネ
ル
展
示

　

●
芦
北
子
ど
も
絵
画
展

●
マ
イ
箸
つ
く
ろ
う
コ
ー
ナ
ー

●
う
た
せ
船
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

◆
９
月
４
日
は
、
御
立
岬
公
園
駅
か
ら
会
場
ま
で
「
肥
薩
お
れ

　

ん
じ
鉄
道 

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ      
商
工
観
光
課    

     

☎
（
８
２
）
２
５
１
１  （
内
線
１
７
２
）


